
いものでも製作を行うこともある。したがって製作貯放品の純

凶は本社では一定せず，工場長が地方資材部長と協議して定め

ることになっている。しかしながら製作貯蔵品を工場で製作す

る場合は， 素材のみ購入し，必要のつど製作を行えばよく，ま

た部品として購入する場合は， 工事計画が IJIlらかであり，必要

数の部品も予定されて過蔵品とならぬよう準備しなければなら

ないので， 製作)11'放品の製作の方に傾くおそれがないとはいえ

ない。したがって都内で製作するか，購入するかはlì'iに工場経

営の問題であるのみでなく ， 資材の調達管理聞においても重要

な問削であるので， この範聞の決定は悦重に行わなければなら

ないものである。

(2) 副生品および発生品 目U生品とは工作上生じた物品の断

片 ・ 削り屑等をし、 L、，職場で発生したこれらの副生品は利材職

場に収集し，手1)材職場に駐在する用品倉庫負(物品出納員)は毎

日 ， 手 1 )材職場から副生品収集日報によって冨1)生品の引渡しを受

け，現品架に受入れる。

現品以に受入れた副生品は毎旬， 発生品受入禁によって， 蒋

使用で矛るものは乙慰)~J絞品に，その他は売主I1予定品として丙

街)t-i'政品にそれぞれ編入する。この場合の収入科目は工場収入

(I)ï両工場収入， 副生品収入)とする。また率両解体工事，施設

保守工事に伴なう発生品およびその他の原因によって発生した

物品等は， 副生品の場合と同級に発生品受入禁によって乙鐙l狩

政品または丙極貯蔵品に編入するが， この場合の収入科目は，

車両解体等の財産除去Hによる場合は貸方を除去11'l主(除却額-fi:

ブ'])とし ， 施設保守工事による場合は， j苛方を工場経'l'((工場施

設保守材料 貸方)とし ， その他の場合は営業外収入(貯政品へ

繰入)とする。

このように発生原因が異なると， )行'政品編入の場合の貸ブJ科

目はそれぞれ異なるのであるが， )m，は品の管理としては，発生

原因別に区分せず， 同ーの帳簿で記録整理している。

(3) 区配給物品 区配給とは工場からその修繕受持区に対し

て貯蔵品を配給することであるが，製作j狩政品以外の貯放品に

ついては保管転換によって現品を送付 し，製作貯蔵品について

は受持区別に保有盆を定め，受持区で製作貯蔵品を使用した場

合には工場から逐次充当しておくブ157去をとっている。受持区で

は白区で保有する製作貯蔵品の保有品目表を作成し，保有品目

については混品架で数量のみの受払の整型!を行い，工場用品倉

庫では， 保有箇所目1)の内訳付きの出納憾によって受払を義理す

る。

受持区てー製作貯政品を使用した場合は， 原則として使用金と

同iiEを~iIì充請求する。この場合は使用報告兼号 lì度EEを使用する

のであるが， 使用報告には使用量を，引渡裂には引渡請求f立を

記載して用品倉庫長に請求する。

工事の都合で一時的に使用量より多く請求する場合， および

臨時的に保有品目と異なる品目を請求するときは，使用報告に

は使用舗を記放し， 引渡EZにはその奥なる数量または品目を記

紋して請求し， 記事欄にその旨を明記する。また一時的に使用

量より少量:を必要とする場合には， 保有量に達する数量を請求

し ， 記事欄には一時的には，使用金より少量の補充でよいこと

を明記しておく。これは区別の保有量はつねにその設定数まで

補充しておくことを原則としているからである。

(4) 職場用品 工場の各職場で使用する物品は，職場からの

請求によって倉庫から引渡されるのであ るが， この場合は使用

!時期にあわせて現品を提供し， 原価計算を適正に行うため必嬰

以上のものを職場に保有させないこ と を原則 と している。した

がって職場用品の諮求および払出はっき.によって行われる。

こうしんアル

職場長は使用する物品を物品領収券で用品倉庫長に訪求する 。

この場合日常行う修繕工事について毎日必要企を'iTI!ì求 し，車両

改造のような工事， すなわち工事経費の工事に使用するような

特定の物品については，当該工事に必要な数量:をとりまとめて

請求する。数量をとりまとめて諮求を受けた場合てJ も用品倉庫

長は， 工事のi韮ちょく状況に応じて引i度数量を分割して引渡す

用意が肝要である。

当該工事が終了したとき，その工事に使用するために払い出

した物品のうちで未使用のものがあった場合は， 返納引波W~に

より ， もどし材料として倉郎にれい入させ， )t-)'放品出納帳の払

出の更IEを行うことによ っ て原価計算を適正に行うようにする。

したがってもどし材料は工事別に行って原制Iîを低減すべきであ

って ， とくに工事経質の工事の湯合にはその処理を厳重に行う

必要がある。

職場の未使用物品の確認は悶難な問題であるが， 物品領収券

によって工作番号別の使用材料と，材料青liillirmの数量とを比較

して， その差額から椛定して調査を行うとともに， 職場におい

てある材料品のたな卸しを行い， 未成品と未使用物品の範囲を

はi淫する等の処理を行う必要がある。

(5) 工場予備品 工場予備品についても製作)t1'放品と同様に，

受持区別に保有盆を設けておくのであるが， 製作!昨放品が材料

として消費され，当該工事政として計算されるのに対し， 工場

予備品は力日修の上反磁使用するという性総であるため，その力日

修費のみが当該工事'l'(に計上される。このため l互において損品

となったものが工場修繕品送状によって工場に送付された場合，

工場ではその損品を修繕してから，発送区に返送するという方

法をとらず，あらかじめ修絡を しておいた予備品をただちに区

に送付する方法をとっている。つまり修繕品はプーんされて加

修され， 区から送付された修繕品と 引換に加修品を送付できる

体制をとっていることから ， これらの物品を工場予備品と呼ん

でし、るのである。(消水光利)

こうじようようひんこ 工場用品庫 国鉄の地方資材部の現

業機関。そのおもな担当業務は， 被服工場において使用する貯

放品および製作した貯i成品の出納 ・ 保管およびi配給である。す

なわち被服工場用品庫は， 被服類の製作に必嬰な資材および被

JJIi工場で製作した)t-)'政品の保管 ・ 配給等を専門に行うところで

あって，一般の用品mî とはその対象を具にしている。

工場用品障は，被服工場の置かれている大崎および大宮の 2

箇所に設置されている。なお工場 (車両)および自動車工場に

も工場用品障が置かれていたが，工場および自動車工場におけ

る用品制度を合理化するため，地方資材部1から分離して工場お

よび自動車工場に所属させ，工場および自1f!)jltï工場の内部組織

に改組して矧品倉庫と称している。

工場用品障にはmI長が置かれ，地方資材部長の指海を受けて

助役，事務#十，技術掛，自動車迩転士， 用品手 ， 守衛および雑

務手を指僚監督し ， 工場用品障に隠するいっさいの業務を処理

している。これらの職員を工場用品庫従事員とい L、約 70 人い

る。(宮坂正直)

乙うしんアルミニウムよりせん 鋼心アルミニウムより線

(英) alurniniurn cable steel reinforced; A. C. S. R. 電気導体

として硬アノレミ線を，引張5Êiさの大きい銅線または鏑より線の

周聞により合わせたもので， 1iJJI銅線にくらべて迫電率は低いが

電線外径は大で ， ~量械が'J iJlìt度大きく ， しかも霊盆は小である点

から， 長径問筒所や高m圧送電線路に多く 使用される。

アノレミは銅より軟質であるから ， 電線支持点付近は微風によ

る振動で、疲労劣化し， アルミの部分が切断するおそれがあるの

ー- 497 一一一




